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化型癌と HP 未除菌および HP除菌後未分化型癌の違いを明らかにした。 
方法：対象は 2010 年 1 月から 2015 年 1 月に内視鏡的粘膜下層剥離術を施行し
た未分化型癌 81 例 81 病変である。21 病変が HP 未感染群、27 病変が HP 除菌
後群、33 病変が HP 未除菌群である。病変の範囲診断正診率と、背景粘膜の炎
症細胞浸潤（好中球浸潤、単核球浸潤、萎縮、腸上皮化生）に関して、HP 未
感染群と HP 除菌後群および HP 未除菌群とそれぞれ比較を行った。 
結果：病変の範囲診断正診率は HP未除菌群で 60.6％、HP除菌後群で 92.2％、
HP 未感染群で 100％であった。HP 未感染群において HP 未除菌群と比較して有
意に高かったが、HP 除菌後群との比較では有意差を認めなかった。背景粘膜
において HP 未感染群と HP 未除菌群では好中球浸潤、単核球浸潤、腸上皮化生、
萎縮の全てで、HP 未感染群で有意に軽度であった。HP 未感染群と HP 除菌群で
は、好中球浸潤と腸上皮化生においては有意差を認めなかったが、萎縮と単核
球浸潤においては HP未感染群で有意に軽度であった。 
結論：HP 未感染群と HP 除菌後群は、HP 未除菌群と比較して、背景粘膜の好中
球浸潤が軽度であるために、病変の範囲診断正診率が高いと考えられた。
 
 
 
